
くまもとアートポリス建築展2021実行委員会

くまもとアートポリス建築展2021

「自然災害が頻発する社会をどう生きるか」
̶ みんなの家、後世へつなぐ復興 ̶
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■事業一覧

◆シンポジウム◆ 展 覧 会

◆トークイベント

令和4年1月23日（日）　14：00〜17：00
ホテル熊本テルサ
せんだいメディアテーク（宮城県仙台市）
益城町木山のみんなの家
大津町高尾野のみんなの家
西原村袴野集会所
相馬 こどものみんなの家
新浜のみんなの家
熊本県・くまもとアートポリス建築展2021実行委員会、
NPO法人HOME-FOR-ALL
仙台市、せんだいメディアテーク（公益財団法人仙
台市市民文化事業団）
株式会社大林組、株式会社オカムラ、鹿島建設株
式会社、カリモク家具株式会社、北野建設株式会
社、サッポロ不動産開発株式会社、株式会社シェル
ター、清水建設株式会社、株式会社総合資格、株式
会社竹中工務店、田島ルーフィング株式会社、株式
会社丹青社、株式会社Tポイント・ジャパン、戸田
建設株式会社東北支店、株式会社ニュースト、マナ
トレーディング株式会社（五十音順）
熊本日日新聞社、西日本建設新聞社、NHK熊本放
送局、熊本放送、テレビ熊本、熊本県民テレビ、熊
本朝日放送、エフエム熊本、FM791
NHK仙台放送局、TBC東北放送、仙台放送、宮城
テレビ放送ミヤギテレビ、KHB東日本放送、河北
新報社、朝日新聞社仙台総局、読売新聞社東北総
局、毎日新聞社仙台支局、産経新聞社東北総局、日
本経済新聞社仙台支局
せんだいメディアテーク60名、
オンライン配信視聴者470名以上

開 催 日
本会場（熊本）
　　　（東北）
サテライト（熊本）

　　　（東北）

主 催

共 催

協 賛（ 東 北 ）

後 援（ 熊 本 ）

後 援（ 東 北 ）

参 加 者

みんなの家シンポジウム  ーみんなの家って何だろうー

令和3年11月27日（土） 13：00〜14：00
熊本市現代美術館（ホームギャラリー）
熊本県・くまもとアートポリス建築展2021実行委員会、
熊本市現代美術館（公益財団法人熊本市美術文化振興財団）
日比野克彦（熊本市現代美術館　館長）
曽我部昌史（くまもとアートポリスアドバイザー）
53名、オンライン配信視聴者150名以上

令和3年10月22日（金）〜令和3年10月28日（木）
東京メトロ銀座駅　B2出入口付近「ふるさとPRイベン
ト」スペース
令和3年11月3日（水）〜令和4年1月16日（日）
熊本市現代美術館　井手宣通記念ギャラリー、ギャラリーⅢ
令和4年1月23日（日）〜令和4年1月26日（水）
せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア
熊本県・くまもとアートポリス建築展2021実行委員会
熊本市現代美術館（熊本市・公益財団法人熊本市美術
文化振興財団）/熊本会場
せんだいメディアテーク/仙台会場
NPO法人HOME-FOR-ALL
8,730名（東京:2,528名、熊本:4,585名、仙台:1,617名）

開 催 日
会 場
主 催

出 演 者

参 加 者

（ 東 京 会 場 ）

（ 熊 本 会 場 ）

（ 仙 台 会 場 ）

主 催
共 催

協 力
入 場 者 数

展覧会企画トークイベント
くまもとアートポリス建築展2021×熊本市現代美術館

「これからの公共建築、災害時のアートインフラを考える」

くまもとアートポリス巡回展 
ーみんなの家、後世へつなぐ復興ー
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協 賛 事 業

開催日 イベント名 参加者数

R3.7.2、
R3.7.3 令和３年度「浸水住宅復旧のための講習会」 108 名

R3.8.3〜
R3.8.8 第 32 回熊本の建築家作品展 185 名

R3.8.5
「くまもと型伝統構法を用いた木造建築物設計指
針・同解説（第２版）」講習会

［くまもと型伝統構法構造設計入門］
35 名

R3.10.1 第４４回建築士事務所全国大会 ( 熊本大会 ) コロナ禍により
延期

R3.10.1〜
R3.12.19

湯前まんが美術館企画展
「ギガタウン イン テラタウン — こうの史代の世界 —」 377 名

R4.1.26 「あやすぎを使った家づくりの未来を考える」
シンポジウム

動画配信視聴者：
173 名以上

「みんなで語ろう!熊本みんなの家ネットワーク」
　総合コーディネーター　末廣香織
 （くまもとアートポリスアドバイザー）
　他　熊本会場の出演者

「新しいみんなの家をつくろう」
　総合コーディネーター　柳澤潤
　（コンテンポラリーズ）
　他　東北会場の出演者

第二部（熊本会場）

第二部（東北会場）

事
業
一
覧

事
業
一
覧

第一部 「みんなの家って何だろう」
■熊本会場
ホテル熊本テルサ
　総合コーディネーター　曽我部昌史
 （くまもとアートポリスアドバイザー）

　桂英昭（くまもとアートポリスアドバイザー）
　末廣香織（くまもとアートポリスアドバイザー）
　塚本由晴（アトリエ・ワン）
　岡野道子（岡野道子建築設計事務所）
益城町木山のみんなの家
　内田文雄（龍環境計画）
　西山英夫（西山英夫建築環境研究所）
大津町高尾野のみんなの家
　千葉学（千葉学建築計画事務所）
西原村袴野集会所
　山室昌敬（セルアーキテクツ）

■東北会場
せんだいメディアテーク
　伊東豊雄（くまもとアートポリスコミッショナー、
　　　　　　HOME-FOR-ALL理事）
　山本理顕（山本理顕設計工場、
　　　　　　HOME-FOR-ALL理事）
　妹島和世（妹島和世建築設計事務所、SANAA、
　　　　　　HOME-FOR-ALL理事）
　柳澤潤（コンテンポラリーズ）
　近藤哲雄（近藤哲雄建築設計事務所）
　大西麻貴（o+h）
　百田有希（o+h）
相馬 こどものみんなの家
　アストリッド・クライン
　（クライン ダイサム アーキテクツ、HOME-FOR-ALL理事）
　マーク・ダイサム
　（クライン ダイサム アーキテクツ、HOME-FOR-ALL理事）
　久山幸成（クライン ダイサム アーキテクツ）
新浜のみんなの家
　古林豊彦（伊東豊雄建築設計事務所） くまもとアートポリス建築展2021のアーカイブはこちら
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展覧会
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 1. 展示ストーリー ◆展覧会 くまもとアートポリス巡回展　― みんなの家、後世へつなぐ復興 ― 巡
回
展

巡
回
展 　（ 東 京 会 場 ）

　（ 熊 本 会 場 ）

　（ 仙 台 会 場 ）

令和3年10月22日（金）～令和3年10月28日（木）
東京メトロ銀座駅　B2出入口付近「ふるさとPRイベント」スペース
令和3年11月3日（水）～令和4年1月16日（日）
熊本市現代美術館　井手宣通記念ギャラリー・ギャラリーⅢ
令和4年1月23日（日）～令和4年1月26日（水）
せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

　東日本大震災をきっかけに、くまもとアートポリスが取り組んできた「みんなの家」を中心とする人と人とのつ
ながりを大切にした復興への取組みを振り返りながら、これからの「みんなの家」が担う役割を考えるとともに、
復興する熊本の姿を全国に発信するために、東京・熊本・仙台の全国3ヶ所を巡回する展覧会を開催しました。
本展では、東日本大震災以降、度重なる災害において整備されてきた120棟を超える「みんなの家」の取組
みや、災害からの創造的復興に向けて取り組んでいる新たなアートポリスプロジェクトについて、写真パネ
ル、建築模型、映像により展示しました。会期中には全国3つの会場を巡回したことで延べ8700名以上とい
う非常に多くの方にご来場いただき、人と場所をつなぎながら、全国の方に「みんなの家」を中心としたくま
もとアートポリスの取組みを知ってもらう機会となりました。

Chapter.1  みんなの家のはじまり
　東日本大震災で家を失った方が集い、心の安らぎを得られるような場所を提供することで、少しでもその
辛さを和らげることができないかという、くまもとアートポリスコミッショナーで建築家の伊東豊雄氏の想い
が形となった「みんなの家」。この想いに賛同し、くまもとアートポリスで初めての県外事業として仙台市の仮
設住宅団地に提供した「宮城野区のみんなの家」ができるまでのプロセスを写真パネルにより展示しました。
　また、伊東豊雄氏らの呼びかけにより世界中の建築家、アーティスト、子どもたちなどから届けられた「みん
なの家」のスケッチを展示しました。

展覧会の様子を
YouTubeで
公開しています。

Chapter.2  みんなの家 東北での取組み
　「宮城野区のみんなの家」をきっかけに、東北では16棟の「みんなの家」が整備されました。建築家を中心
に進められてきた東北の「みんなの家」の取組みについて、当時の建築模型やNPO法人HOME-FOR-ALL
により制作された設計者へのインタビュー映像により紹介しました。
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Chapter.4  アートポリスプロジェクトによる創造的復興
　「みんなの家」の取組みとあわせて災害からの創造的復興を目指して進めている、南阿蘇鉄道高森駅周辺
再開発や熊本地震震災ミュージアムなどの新たなアートポリスプロジェクトについて、パネルや建築模型を
展示し、災害から復興する熊本の姿を発信しました。

（展示プロジェクト）
・南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発
・熊本地震震災ミュージアム中核拠点施設
・株式会社エバーフィールド木材加工場
・立田山憩の森・お祭り広場公衆トイレ

Chapter.3  みんなの家 熊本での取組み
　東北での「みんなの家」の取組みは熊本へとつながり、災害で被害を受けられた方に少しでも安らぎを感
じていただけるよう、平成28年の熊本地震においては、100棟を超える「みんなの家」が整備されました。仮
設団地に整備されたもの、被災した公民館を再建したものなど熊本県が取り組んできた様々なバリエーショ
ンの「みんなの家」をパネルや映像により展示しました。

巡
回
展

巡
回
展

Chapter.5  これからの「みんなの家」
　東北ではじまり、熊本につながり広がってきた「みんなの家」の取組み。これからの「みんなの家」が果たす
役割を考えるため、「みんなの家」がこれまで果たしてきた役割について写真や設計者、利用者などの声を組
み合わせて展示しました。

Chapter.6  みんなのエールツリー
　来場いただいた方に、「復興へのエール」「みんなの家への思い」をテーマに、葉っぱ型のふせん紙にメッ
セージを書いていただき、樹木を模した展示物「みんなのエールツリー」に貼り付けていただく参加型の展示
を行いました。会期中には550名を超える方からメッセージを寄せていただき、ツリーは来場された方の温
かいメッセージでいっぱいになりました。
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 2. 各会場の開催状況
■ 東京会場
東京メトロ銀座駅 B2 出入口付近「ふるさとPR イベント」スペース　2021年10月22日（金）〜10月28日（木）
　当初は、仙台、東京、熊本と巡回する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により仙台会場
が延期となり、東京会場からのスタートとなりました。東京会場では、東京メトロ銀座駅構内のイベントスベー
スという、非常に人通りが多い場所で展示を行いました。新型コロナウイルス感染症対策のため、展示物を壁
面パネル10枚のみに限定することとなりましたが、駅を通行される多くの方にくまもとアートポリスの取組
みをご覧いただきました。

巡
回
展

巡
回
展

■ 熊本会場
熊本市現代美術館（井手宣通記念ギャラリー・ギャラリーⅢ）　2021年11月3日（水・祝）〜1月16日（日）
　熊本では、熊本市現代美術館の井手宣通記念ギャラリー、ギャラリーⅢで展示を行いました。2つのギャラ
リーを自由に行き来できるよう展示を計画し、同美術館エントランスには大きなパネルや模型も展示しまし
た。熊本では3会場のうち、最も長い58日間の展示を行い、子どもからお年寄りの方まで県内外から非常に
たくさんの方にご来場いただいきました。「みんなのエールツリー」にはツリーに貼り切れなくなるほど多くの
メッセージをいただきました。

会場配置図

展覧会参加エコバッグ
熊本会場・仙台会場では、エールツリーにメッセージを
いただいた方に特製エコバッグをプレゼントしました。
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■ 仙台会場
せんだいメディアテーク1階オープンスクエア　 2022年1月23日（日）〜1月26日（水）
　熊本から「みんなの家」を提供し、第1号の「みんなの家」が整備された地である仙台で開催しました。展示
は、せんだいメディアテークの1階オープンスクエアで行い、人通りが多く、オープンで広い空間を生かして、
パネルや模型をサークル状に配置する展示計画としました。また、初日は「みんなの家シンポジウム」と連携し
て開催し、シンポジウムに合わせて展示を行いました。

巡
回
展

巡
回
展

　熊本会場では映像などの鑑賞用に、熊本地震の際に企業、団体、自治体等から寄贈を受け、「みんなの家」
で実際に活用された椅子や、仮設住宅の廃材により製作されたスツールを活用しました。

Chapter.1

C
h
ap
ter.2

Chapter.3

C
h
ap
ter.4

Chapter.5

Chapter.6

会場配置図

宇土市が開催した子ども向けワークショップ
で仮設住宅の廃材を使って作られたスツール

提供：せんだいメディアテーク（sendaimediatheque）　撮影：越後谷出（Izuru ECHIGOYA）
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トークイベント

Chapter.1

Chapter.2

Chapter.3

Chapter.4

Chapter.5

Chapter.6

会場配置図

※提供：せんだいメディアテーク（sendaimediatheque）　撮影：越後谷出（Izuru ECHIGOYA）

※

※

巡
回
展
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展
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画
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ン
ト

■展覧会トーク内容

　事前に熊本の展覧会会場を見学した二人
は、展示内容を紹介し、「みんなの家のはじまり」
「みんなの家　東北での取組み」「みんなの家　
熊本での取組み」の展示パネルを振り返り、み
んなの家が生まれたきっかけや、くまもとアー
トポリスとみんなの家の関係、HOME-FOR-
ALLの取組み内容について意見を交わしまし
た。
　曽我部氏は、最初に完成した「宮城野区のみ
んなの家」が出来るまでの経緯や、熊本にある
規格型・本格型・プッシュ型・公民館型みんなの家
の特徴に加え、建築家と協力して本格型みんな
の家などの支援活動を行ったKASEIの取り組
みについても紹介しました。
※KASEI:九州山口を中心とした建築系大学の学生が、居住者と
　協力しながら応急仮設団地の支援活動を実施するプロジェクト

　日比野氏は、東北で作られた様々な形状のみ
んなの家や、熊本で出来た4種類と利活用を含
めたみんなの家を見て、「みんなの家」は、場所
に応じて姿は変わっているが、汎用性やイメー
ジを共有できる、必要とされている言葉なのだ
と感じたと話しました。

■アートインフラに関するトーク内容
　日比野氏は、東日本大震災後に行った
「ハートマークビューイング」の活動を通じ
て、制作をする子どもたちやお年寄りが、色
の組み合わせや貼り合わせなど1分後の作
品の完成状況や、完成したものが3つ5つ集
まるとどのようになるだろうかと1時間後を
想像する姿をみて、止まっていた時が少し
ずつ動き始める姿を目撃した。1週間後のこ
と、1年後のことをイメージする力を刺激す
る力がアートにはあり、止まっていたものを
動かすきっかけは、創造活動にある。災害時
には生きる源になるのではないか。みんな
の家もそのようなことを気づかせてくれるス
テージプラットフォームであると話しました。
※ハートマークビューイング：端切れの布などでハートマー
クをつくり、パッチワークの要領でつないでいくワーク
ショップ。想いを形にし、復興への活力の助けになればとい
う活動。

　日比野氏は、他者との考え方の違いに気づ
く気持ちの交換の場には必ずアートがあると
語り、曽我部氏は、コロナ禍もあり、多様な暮
らし方が生み出されるこれからの社会にとっ
てアートは重要な側面であり、他者との違い
を前提に暮らしていくことを含めた、アートの
あるみんなの家のかたちがこれからの公共
建築のありようかもしれないと話しました。

◆展覧会
展覧会企画トークイベント
くまもとアートポリス建築展2021×熊本市現代美術館

「これからの公共建築、災害時のアートインフラを考える」
開催日：令和3年11月27日（土）　13:00～14:00
会　場：熊本市現代美術館（ホームギャラリー）
主　催：熊本県・くまもとアートポリス建築展2021実行委員会、
　　　 熊本市現代美術館（公益財団法人熊本市美術文化振興財団）
出演者：日比野克彦（熊本市現代美術館　館長）
　　　 曽我部昌史（くまもとアートポリスアドバイザー）
参加者：53名、オンライン配信視聴者150名以上

■概要
　くまもとアートポリス巡回展2021「みんなの家、後世へつなぐ復興」の関連イベントとして「これか
らの公共建築、災害時のアートインフラを考える」と題して、熊本市現代美術館館長の日比野克彦氏
と、くまもとアートポリスアドバイザー曽我部昌史氏とのトークイベントを巡回展開催中の熊本会場に
て開催しました。

熊本のみんなの家
［規格型・本格型］パネル

熊本のみんなの家
［公民館型］パネル

熊本のみんなの家
［利活用］パネル

宮城野区のみんなの家
パネル

日比野克彦氏

曽我部昌史氏

トークイベント
の様子を
YouTubeで
公開しています。
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■意見交換／伊東豊雄氏、奥山恵美子氏
　二人が震災当時を振り返り、宮城野区のみんな
の家の意義を語られました。

（伊東氏）　2011年の震災からスタートし、11年
目となりますがその重要性は大きくなっており、そ
の意味も変わってきている気がします。このシンポ
ジウムで「みんなの家って何だろう」をテーマにご議
論いただけたら大変ありがたいと思います。

（奥山元市長）　最初に被災地に集いの場所を作り
たいといわれたときは驚きましたが、それは絶対役
所ではできないこと、被災した市民の人たちが喜
んでくれることならやってみようと思いました。

■事前視聴動画「みんなの家って何だろう」
　「みんなの家って何だろう」を一緒に考えるヒン
トとなる動画をご覧いただきました。東北で最初
にみんなの家を考えた時の経緯とその理念や毎
年起こる自然災害におけるみんなの家の意味合
いについて話され、次に熊本の被災地の創造的
復興と位置づけ、行政主導で整備した100を超
えるみんなの家とその利活用について説明され
ています。

■ガイダンス（曽我部昌史氏）

　2011年の東日本大震災の被災地で16棟、
2016年の熊本地震の被災地で100棟余りの
みんなの家が作られ、その多くは仮設住宅団地の
人々のコミュニティの場として利用されました。既
に解体されたみんなの家や移設され再利用されて
いるみんなの家もあります。東日本大震災から10
年、熊本地震から5年が過ぎた今、みんなの家とは
一体何だったのか、今後どのような可能性を秘めて
いるのかを話合う場として、東北と熊本オンライン
で結びシンポジウムを開催します。

■挨拶／熊本県知事 蒲島郁夫

　これまでの成果を振り返り、更に飛躍するため
4年に1度開催しているくまもとアートポリス建
築展。今年のテーマは「自然災害が頻発する社会
をどう生きるか」。2011年の東日本大震災に伴
い、仙台市に提供した木造のみんなの家をきっか
けに熊本における災害からの創造的復興に取り
組んでいます。最後にこのシンポジウムがこれか
らの公共建築の可能性を皆さんと一緒に考える
機会になればと思っています。

■ディスカッション
●「みんなの家はどんなところ？」というテーマで、具
体的な活用のされ方を伺いました。

（近藤哲雄氏）
　東北の「七ヶ浜みんなの家」では、子どもたちを対
象とした場所を作り、植栽を行うなど子ども以外に
も自分の庭の延長として使ってもらっています。子ど
もたちの成長に合わせて一緒に育っていける場所を
目指しました。

●東北のみんなの家と熊本のみんなの家の両方に
関わられた岡野道子氏に、居心地のいい場所をどの
ように生み出し、どのように使われていくのか、紹介
いただいきました。

（岡野道子氏）
　「岩沼のみんなの家」では産直販売所があるみん
なの家で、農家の方と関わりをもって設計に取り組
みました。また「益城町テクノのみんなの家」では、仮
設住宅の入居者や町の方がみんなの家をよく知っ
ていて、その場所の活用には可能性を感じました。
居心地が良い場所を生み出すには、地域に関わる
方々と一緒に作ることが大事と感じました。

●動画の中で、みんなの家でそれぞれできること
を出し合いながら作っていくことの可能性を紹介
されています。そのことについて、「相馬 こどもの
みんなの家」からコメントをいただきました。

（アストリッド・クライン氏、マーク・ダイサム氏、久山氏）
　「相馬こどものみんなの家」は、建築家の知恵や
材料、施工などみんなの協力によりできたもので
す。企業が子供たちのための施設を作りたいとい
う思いからスタートしできたものですが、それを
市の方々が受け入れて運営していただいている
状況です。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要

   ◆シンポジウム

  みんなの家シンポジウム  みんなの家って何だろう
2022年1月23日（日）　［第1部］14：00〜16：00　［第2部］16：00〜17：00
■熊本本会場 ホテル熊本テルサ1階 テルサホール
■仙台本会場 せんだいメディアテーク1階 オープンスクエア

■パネリストの紹介

●熊本会場
◉ホテル熊本テルサ:曽我部昌史氏（総合コーディネーター）
　桂英昭氏、末廣香織氏、塚本由晴氏、岡野道子氏
◉益城町木山のみんなの家:
　内田文雄氏、西山英夫氏
◉大津町高尾野のみんなの家:千葉学氏
◉西原村袴野集会所:山室昌敬氏

●東北会場
◉せんだいメディアテーク:
伊東豊雄氏、山本理顕氏、妹島和世氏、柳澤潤氏、
近藤哲雄氏、大西麻貴氏、百田有希氏
◉相馬 こどものみんなの家:
アストリッド・クライン氏、マーク・ダイサム氏、久山幸成氏
◉新浜のみんなの家：古林豊彦氏

曽我部昌史氏 熊本県知事 蒲島郁夫 伊東豊雄氏と奥山元市長 近藤哲雄氏

ホテル熊本テルサ

せんだいメディアテーク

岡野道子氏

相馬 こどものみんなの家

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出

みんなの家
シンポジウムの
様子をYouTubeで
公開しています。
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●「益城町木山のみんなの家」は現在２２戸に減っ
ていますが、子どもの使う場所としてどういう活動
があり、どういう場所だったのか教えてください。

（内田文雄氏）
　「木山のみんなの家」では、子どもたちがサッ
カーをしたり、いろんな使い方をしています。今
２２戸が残っていますが、前にいた皆さんも集まっ
て活動を継続されています。

（西山英夫氏）
　みんなの家は当時と比較して、使われ方が大き
く変化しています。その変化はいいことなのか、
居心地のよさとは何かについてお話しできればと
思っています。

●地域の人々の合意を作ることが必要かどうかを
含め、公共建築の利用について伺います。

（山本理顕氏）
　（「平田のみんなの家」を例に）みんなの家は
周りとの関係で作られています。作られる場所に
よって作られ方が変わるのは当然だと思います。
みんなが欲しいものを作る。我々が押しかけて
いって作るのではなく、それが合意という意味だ
と思います。

●熊本、九州圏内を中心とした建築関係の学生たち
が、各仮設団地を担当する形で地域の事情をくみ上げ
て活動されたＫＡＳＥＩプロジェクトについて伺います。

（末廣香織氏）
　私たちは仮設団地に入り、被災者の方と色々な
話をしました。仮設住宅に縁や家具がないという
ことで「ものづくり」を行いました。また同時にイ
ベントを仕掛けるなど、「ことづくり」の活動を行い
ました。人は集まって色々話をすることでそこにコ
ミュニケーションができ、コミュニティが生まれる、
このことが重要と思います。

●塚本さんが手がけられたみんなの家は最近でき
たものですが、今後みんなの家で期待している活
動について伺います。

（塚本由晴氏）
　公民館型みんなの家が今後どうなっていくか、
私も期待しています。被災した公民館を立て直
すものなので、大きく踏み出すことはないと思い
ますが、建物は大分違っていて、半外部の庇の空
間で炊き出しができる臨時の避難場があり、日常
使いでもいろんなことにつながっていくと思いま
す。また、今日の皆さんの話を聞いていると普請
的な側面がそれぞれの場所で起こっているんだと
いうことが分かりました。

●ハードだけでなく、プロセスによる新しい建築の
ありようが生まれていくことの可能性について伺
います。

（大西麻貴氏）
　伊東事務所で宮城野区のみんなの家を考えて
いるとき、どういうものがそこに必要なのか悩みま
した。みんなの生の声を伊東さん個人が受け取っ
て少しづつ形になっていく、その広がりをみんな
の家の初期というものに感じました。形になった
り、制度になったりするものの始まりに、その草の
根的な人の思いとか、意思というものがあると感
じました。

（百田有希氏）
　みんなの家の設計を通して初めて対話という
ものから場が生まれてくることを体感しました。
何か場というものが一番最初に種のようにしてあ
り、そこから社会が始まっていくことがあり得るか
なと思いました。

●次のテーマとして「これからの公共建築と公共
性」について、みんなすべての人が当事者として
自分たちのまちを自分たちで作るという話があっ
たと思いますがお話しいただけないでしょうか。

（妹島和世氏）
　最初みんなの家を作るとき、なんでそこに作る
かが問題になったのですが、宮城野区でできたと
いうことが一つの事実となって、いいかなと思え
るようになりました。いろいろなタイプができてき
てとても面白く感じました。また活動については、
その場その場で自分たちが実際形や空間など、何
か提案しながら出来たらいいなと思いました。

内田文雄氏 西山英夫氏 山本理顕氏

益城町木山のみんなの家

大西麻貴氏

末廣香織氏

百田有希氏

塚本由晴氏 妹島和世氏
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●「南相馬 みんなの遊び場」の活動を前提とし
て、地域の人たちが使う場所のありようとして民
設公営という言い方をされていますが、そのこと
をお話ししてください。

（柳澤潤氏）
　南相馬のみんなの家での活動では、民間企業に
サポートいただき、最終的には南相馬市で運営して
いただくやり方をしています。これを民設公営と表
現しています。これは塚本氏が言われた普請に近
いものと思います。民間と公共が一緒に作ることが
できたら、この普請もその建築家に対しての姿勢と
して、自分たちができることは何かっていう視点か
ら始まる建築の作り方があるのではないかと思っ
ています。それが、このみんなの家の作り方の発端
だったのかなと思っています。

●「宮城野区のみんなの家」を移築して「新浜の
みんなの家」として使われていますが、その活用
の違いを教えてください。

（平山さん／地区住民）
　宮城野区の時は、おじいさん、おばあさんが集
まってお茶を飲んだりしていました。新浜では、
フットパス活動の拠点としたり、月に1回はカフェ
もやっています。また女性たちで、つるしびなの会
を行っています。

●必要なものなのかどうかを確認しながら、行政は
それをあくまでもサポートする存在であるという山
本理顕さんの話がありますが、熊本ではそれに一
番近い形で今活動があるのがみんなの家の利活
用だと思います。登壇者の中で一番詳しい桂先生
にお話しいただけないでしょうか。また、活用の実
践ということで、西原村の袴野集会所について山
室さんにお話を伺います。

（桂英昭氏）
　熊本の震災の時に建てられたみんなの家の殆
どが利活用されています。これが結果的にうまく
いっているのは、宮城野区のみんなの家を作った
ときから、住民や行政、ビルダーの方々など協力し
て一緒にやれたことが要因と思います。これもあ
る意味で普請に近いと思います。

（山室昌敬氏）
　熊本地震の際には再利用を視野に入れて設計
していました。ここまで多くのものが利活用され
るとは思っていませんでした。袴野地区では、ワー
クショップ、打合せを相当やって今の集会所を作り
上げることができました。

●公共建築の可能性あるいは新しい公共的な場
のありようについて、大津町で考えられることを教
えてください。

（千葉学氏）
　大津町高尾野に来て一番驚いたのは、地域の皆
さんが使い方をよく分かっていることです。当事者
としてみんなの家を使うし、維持していくという意思
が大変強く感じられました。何か実際に作る時の当
事者と使う人たち、地続きで見えることが大変僕に
とっては、幸せなことだと思いました。

柳澤潤氏

大津町高尾野のみんなの家 西原村袴野集会所

マーク・ダイサム氏、アストリッド・クライン氏、久山幸成氏

新浜のみんなの家

山室昌敬氏桂英昭氏

千葉学氏古林豊彦氏

提供：せんだいメディアテーク
撮影：越後谷出
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（府内さん／地区住民）
　地区にはお年寄りだけでなく、若い人もかなり
います。人が集まり遊びながら、また学びながら楽
しむため、千葉先生と何度もディスカッションを行
い、使いやすい場所を作っていただきました。この
前までは、お年寄りと子どもたちとの食事会やお
年寄りの運動の場として利用していました。今後
は子どものクリスマス会、七夕、どんどやなどの行
事をやっていきたいと思っています。

（曽我部昌史氏）
　多くの人が、自分が住む地域の当事者意識を
持ちながら、地域に必要なもの、地域の課題を解
決しながら作っていくことの可能性が確認できま
した。そのこと自体は、単に建築を作ることではな
く、社会を作ることでもあり、地域を作ることでも
あると感じました。

●最後に伊東豊雄氏から一言
　大変広範囲に渡るご意見が出たけど、つまるところ
僕の関心は、このみんなの家は公共建築足りうるのか
という問題です。実際に、東北の方では、建築家が寄
付を募ったりしながら、もちろん公共の自治体の方か
ら、土地の提供を受けたり、それから管理をしていた
だいたり、いろいろお世話にはなっているのですが、建
築家側或いは住民の利用者の側が、自主的に何かこ
ういう建築を作りたいというところからスタートしてそ
れを自治体が受け入れた。これは普通の公共建築で
はありえない形だと思います。それを見た上で、熊本
ではそういう形をできるだけやわらかい公共のスタイ
ルとして、実現できないだろうかという方向に変わっ
ていったと。ある程度このスケールで限って言えば、公
共的な建築が実現したということになるわけですが、
そこで東北と熊本との大きな違いは、かなり東北では
建築家の個性がそのまま表現になっていると。それに
対して、熊本では、ほとんどのみんなの家が同じような
切妻のスタイル、切妻の木造建築になっている。この
違いは一体何だろうかっていう問題ですね。それは、
熊本ではほとんどすべてが、仮設住宅の中で作られた
ということが大きいとは思いますが、この熊本ででき
ていったようなものが果たして、一つの収斂するタイ
プとしてのみんなの家であるのかどうかということは
もう一度検証してみないといけないと思います。その
時に、共通するのは、従来の集会室、或いは談話室、或
いは公民館というものが、機能という概念によって分
節されていたのに対して、みんなの家ではほとんど一
体型の空間になっていた。そのことによって様々な活
動が許容できるようになったし、非常に皆さんの親し

い或いは居心地のよいものに変わっていったというこ
とがあるのではないかということ、ただし僕は公民館
と集会室は、結局は同じものでいいのかどうかという
ことも本当は伺ってみたかったわけですが。もう一つ
は、柳澤さんが民設公営というふうに言われて、それ
がみんなの家では、かなり普請というような形をとっ
て、うまくできているケースがあるわけですが、これが
ちょっとスケールを変えて大きくなってきたときに、果
たしてどうなるだろう。僕は少し大きなスケールで、例
えばPFIというような方式、或いはデザインビルドとい
うような方式に変わっていったときに、みんなの家を
作るほど、みんなが何か普請をするような、楽しい雰
囲気でもないし、或いは、みんなの、何か一緒に物を
作っていこうという雰囲気でもない。やはり、経済とい
うものが圧倒的に独占されたような社会の中で物を
作っていく。このギャップをどう考えたらいいのかとい
うことは非常に大きな問題であるというふうに、今日
は感じておりました。しかし、非常に小さなスケールで
すけれども、みんなの家っていうのは、新しいタイプの
公共の入口というか、一つの端緒を形成しつつあると
いうことは素晴らしいことだと思っております。特に近
藤さんが、みんなの家を自分の家の庭の延長、この自
分の家というふうに感じるっていうことがすごく大事
なことだと僕は思うんです。みんなの家とはまさしく
みんなにとってのリビングルームであり、みんなにとっ
ての、住宅なんだから、それを利用する人たちが自分
の家の延長として使うということ、そういう気持ちを持
てるかどうかというのは、このみんなの家が、これから
発展していけるかどうかという時に、大きな意味を持
つように思います。

●妹島和世氏への質問
（質問）みんなの家のキックオフミーティングの時
に、未曽有の大震災直後とあり、建築家として何が
できるか、建築が有効か、という気持ちを吐露され
ていた記憶があります。この10年で気持ちの変
化はありましたか。

解答（妹島氏）　今日みんなで話しているようにプ
ロセスも含め、当事者であることをみんなが覚え
ていることが重要だと思います。自分たちが街を
作っているし、これからの未来も作っていくという
拠り所をみんなが持っています。こういう活動から
それをまた見える形で作っていけたことはすごく
よかったと思います。

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出 提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出
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■ディスカッション

〇第一部を終えた感想や意見、また地域の方、
設計者、施工者、管理者などのつながりについ
て伺います。

第二部 ： みんなで語ろう！熊本みんなの家ネットワーク

熊
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

熊
本
シ
ン
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ジ
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◆シンポジウム
みんなの家シンポジウム  みんなの家って何だろう

■概要
　熊本会場では、末廣香織氏の司会により、「みんなで語ろう！熊本みんなの家ネットワーク」をテーマ
にYouTubeからの質問も含め、ディスカッションを行いました。

（内田氏）
　誰が主役か、どういうものを作るのか、住民の
力、住民の合意の形成を保証されながら、公共建
築を作っていくべきだと思います。

（西山氏）
　居心地の良さとか、利他とか、みんなとか、それ
がどういう言葉か問い直し、そこから見えるとか感
じられるものがあるような気がします。

（千葉氏）
　公共建築を考えるうえで、住民一人ひとりが当
事者と思って行動することがかなり大きなことだ
と思いました。

（山室氏）
　地元のローカルの設計事務所として公共の業
務と有事のときの業務とは、取組み方がちがう。
その特殊すぎるちがいに、悩ましく感じて業務を
やってきました。

（塚本氏）
　社会がどこにあるかではなくて自分たちが社会
であるという、当事者として考えていく時代になる
のではないかと思います。

（岡野氏）
　当事者性について、また居心地の良さや個性
について話されています。公平性を確保するとい
う前提があると何か当事者性が薄れるように感じ
ます。

（曽我部氏）
　人口が増え、経済が成長する時代では、公共建
築を問題なく作る仕組みが制度化されているが、
災害対応のみんなの家での経験が、新しい可能性
を開いていくことを期待したいと思います。

（桂氏）
　みんなの家の利活用を見て、建築家が関与しな
い、行政とビルダーマインドの設計で生まれてい
るのを楽しみにしていて、それを建築家の人がど
う思うか、見ていきたい。

■オンライン質疑
〇みんなの家と公民館は、はたから見ると似てい
る側面がある。今後はその関係が集約か、機能が
分かれるのか、どう思われますか。
（山田さん／地区住民）
地域の人にとっては、自分たちが地域の中でどう
コミュニケーションを形成していくのかが大事で
す。公民館、集会所、みんなの家であるとかは問題
ではないと思います。

〇これからの公共建築は、公園のようにそれぞれ
多様な使い方を受け入れるようになると思います
が、いかがでしょうか。
（塚本氏）
地域資源をみんなで維持管理していくことに公共
も関わる仕組みを考えていかなければならないと
思います。
（桂氏）
仮設住宅の配置やみんなの家の利活用も含め、
税金を使う建築には制限があります。その制限を
破るには事例ができること。それは次の進化につ
ながると思います。
（内田氏）
過疎の自治体では地域のまとまりの単位を見直し
が必要。地域社会を作り直していくことを考えて
いかなければならない。

■まとめ

（末廣氏）
みんなの家をきっかけに、現代社会を考えること
になったと思っています。明治以降、ずっと近代化
で世の中が進み、社会の効率化、経済の活性化と
いうことが中心に動いてきたと思います。ただ、一
方でみんなの家は、そういう現代にあって地域の
人の繋がりであるとか、みんなで建築を作るってい
う経験を思い出させてくれたなと感じています。

みんなで考えて、みんなで協力して作るっていう
のが震災ということをきっかけに、ある種の社会
実験になっていると思いました。また、公共建築に
当事者意識を取り戻すことができれば、新しい形
での民主主義のあり方もできてくるのかなと思い
ます。

大津町高尾野のみんなの家

益城町木山のみんなの家

西原村袴野集会所

末廣香織氏（総合コーディネーター）

熊本会場
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■ディスカッション
　会場からは、「熊本へ何度か足を運んだ際、熊
本のみんなの家がかなりの数利活用されてい
ることに衝撃を受けた。」、「東北のみんなの家
は多様な形があるが、伊東豊雄氏が最初に提示
した宮城野区みんなの家は、派手さがなく建築
の原型の様に感じた。」という話がありました。
また「新浜で利活用され、住民の方が楽しそう
に活動している話を聞くことができたが、最初
に作った際に一番大事にしたものは何か。」との
質問が出ました。

第二部 ： 新しいみんなの家を作ろう
■概要
　仙台会場では、柳澤潤氏の司会により、「これからのみんなの家」をテーマに会場からやオンライン
での意見や質疑を交えながら「相馬 こどものみんなの家」、「新浜のみんなの家」のオンライン会場を
含め、ディスカッションが行われました。

（伊東氏）宮城野区で作るみんなの家は、作品
でなくてもいいのではないか。住民の話を聞い
て、要望をとにかく全部取り入れ作った。結果的
に住民に凄く喜んでもらえ、仮設住宅がなくなっ
た時にも、移築して使用したいという声になって
いったという経験がありました。

（山本氏）釜石市平田のみんなの家について、夜
に真っ暗な仮設住宅団地に、大きなぼんぼりの
ような灯りをつくり、そこへ行けば誰かに会える
そんな建築を作りたかった。昼間でも屋根をか
けると暗くなってしまうため、テントを使用した
が、冬場に寒くなってしまうため、冬仕様・夏仕様
と分け、年に2回スタッフと住民の方と作業を行
いました。

（奥山元市長）災害が起こった際に、行政が行うこ
とは基本的に法律に則り四角四面の決まりきっ
たことしかできませんが、住民の方は一人一人
全く違う生き方や考え方を持っています。みんな
の家の様に四角四面じゃなく、一人一人の人生
の断片的なものでもすくいあげることができ嬉
しく思います。

（山本氏）伊東さんの「みんなの家は公共建築にた
り得るか」という問いが本質的だと思います。行政
が作ったから公共建築ではなく、みんなの家は一人
一人が参加してみんなで決め、公共性を得ているた
め、最もモデルに近い公共建築です。そこには、さら
に持続性や金銭を誰が維持するのか、誰が作るの
かと言うことも含め、一人一人が考えて参加するこ
とが重要で、この仕組みは、建築が大きくなっても
可能性はあると思います。

（柳澤氏）今日会場に来た方、オンラインで視聴
している方も、これから私たちが私たちのみんな
の家を作る仲間であると考えて、いろんな意見を
HOME-FOR-ALLに寄せてほしいです。経済や資
本の波に飲まれる前に、何かもう少し自分にできる
ことを共有し、明日のみんなの家を一緒に考えてい
きたいと思います。
　今日の「みんなの家は公共建築にたり得るか」と
いう問いに関していうと、みんなの家は公共建築そ
のものであると考えていければと思います。

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出

提供：せんだいメディアテーク　撮影：越後谷出

みんなの家シンポジウム東北2部の
様子をYouTubeで公開しています。

◆シンポジウム
みんなの家シンポジウム  みんなの家って何だろう

東北会場
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  協賛事業

主　　催：熊本県、一般財団法人熊本県建築住宅センター、公益社団法人
熊本県建築士会、一般社団法人熊本県建築士事務所協会

日　　時：①令和３年（2021年）７月２日（金）
　14：00～16：10
②令和３年（2021年）７月３日（土）
　9：50～12：00

会　　場：①ホテル熊本テルサ（テルサホール）
②山鹿市民交流センター

内　　容：浸水被害を受けた住宅等の適切な応急措置などを建築関係
者に周知し、被災者等の速やかな暮らしの再建を図ることを
目的とし、全国の被災地で技術系ボランティアとして活動す
る風組関東の代表の小林直樹氏と令和2年7月豪雨で浸水
住宅の相談対応に当たった熊本県建築士会人吉支部の久保
田氏を招いて講習会を実施した。

来場者数：108名

令和３年度「浸水住宅復旧のための講習会」

主　　催
主　　管

：
：

一般社団法人日本建築士事務所協会連合会
一般社団法人熊本県建築士事務所協会

日　　時：令和3年10月1日（金）

会　　場：熊本城ホール　4階メインホール

内　　容：（1）基調講演　伊東　豊雄 氏　（2）パネルディスカッション
（3）大会式典　（4）くまもとアートポリスパネル展　他

第44回建築士事務所全国大会(熊本大会)

主　　催：湯前町教育委員会

日　　時：令和3年9月18日（土）～令和3年12月19日（日）

会　　場：湯前まんが美術館

内　　容：竣工から30周年を迎える「くまもとアートポリス建築」の中
で行う展覧会

来場者数：377名

湯前まんが美術館企画展  — こうの史代の世界 —
「ギガタウン イン テラタウン」

主　　催：鹿本地域森林・林業振興協議会

日　　時：令和4年（2022年）1月26日（水）13:00～16:00

会　　場：山鹿市民交流センター

内　　容：（1）講演　東京理科大学教授　高橋　治 氏
「生きている地球に寄り添う建築技術～建物を恋して 暮らしを育む～」

（2）パネルディスカッション

「あやすぎを使った家づくりの未来について」
来場者数：※動画配信視聴者：173名以上

「あやすぎを使った家づくりの未来を考える」シンポジウム

主　　催：公益社団法人日本建築家協会九州支部熊本地域会

日　　時：令和3年8月3日（火）～令和3年8月8日（日）

会　　場：県立美術館分館　展示室1（1階）

内　　容：JIA会員及び熊本の若手建築家の作品パネルや模型を展示。
8月5日にはJIA九州支部長と若手建築家によるトークセッ
ションを開催。

来場者数：185名

第32回熊本の建築家作品展

主　　催：熊本県・一般社団法人熊本県建築住宅センター・くまもと型木
造伝統構法普及検討委員会

日　　時：令和3年8月5日（木）10:00～16:30

会　　場：熊本県庁　地下大会議室

内　　容：木造伝統構法の普及促進を目的として、「くまもと型伝統構法を用

いた木造建築物設計指針・同解説」を策定しており、建築設計者等

に対して本設計法の習得を図るための講習会
来場者数：35名

「くまもと型伝統構法を用いた木造建築物設計指針・同解説（第２版）」講習会
［くまもと型伝統構法構造設計入門］

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、来年度へ延期。
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「くまもとアートポリス建築展（以下、建築展）

2021」は、後述のとおり多くの人たちがかかわ

りながら全国的に展開をする広がりのあるもの

だった。最終的には、この先に繫がる議論を共

有し終えることができたわけだが、関係者全て

の丁寧で精力的な尽力により実現したといって

いいだろう。前回の建築展は元々2016年度に

開催される予定だったが、熊本地震発災により

2017年度に延期となった。2020年度に本来

の開催年として今回の建築展の開催を予定して

いたものの、今度は新型コロナ感染症への対応

から今年度の開催となった。日程によっては更

なる延期となる可能性もあったことを考えると、

多くの成果を納められたことは関係者みんなに

とって幸運でもあった。

今回の建築展でも、シンポジウムと展覧会が

プログラムの中心的な骨格をつくったが、その

あり方は例年とは異なる。建築展2021のテー

マは「自然災害が頻発する社会をどう生きるか」

である。最近の日本では、震災や水害が毎年ど

こかで起こる。建築展でも熊本で起こっている

ことを熊本から発信するという従来の形式から

あらため、シンポジウムでは全国を繋ぎ、展覧会

は全国を巡回し、そのテーマの元にした議論を

広く問うた。

シンポジウムでは東日本大震災以降東北各地

でみんなの家を手掛けてきたHOME-FOR-ALL

と連動した。多くの場所や人びとを繋ぎ、大きな

広がりのある議論が進められた。具体的には、東

総括メッセージ

曽我部　昌史

北と熊本のみんなの家で進められてきた試みを

通しその意義や課題を共有した。そしてそこか

ら浮かび上がる次代に繋がる可能性に向けて、

みんなが強く意識を持つことのできる議論と

なった。特に、この先の公共建築の役割や位置づ

け方については、より積極的に意識する必要が

あると、参加者も聴衆もみな心に刻んだことだ

ろう。新たな公共建築のありようについて、深く

探求を重ね、小さな物も含め各地で継続的に実

践されることに期待したい。KAPはその可能性

に接続しうる、大切なプラットフォームの一つで

もある。

巡回展での展示は、多種多様なみんなの家の

実践を中心に最近のKAPプロジェクトを加え、

パネルと模型で構成された。東京、熊本、仙台の

3都市を回った。コロナ禍の影響もあり、東京展

では展示内容を絞ることとなったが、地下鉄コン

コース内のスペースを用い、これまでKAPが発

信できていなかった層にも活動を伝えることが

できた。

私自身は、熊本市現代美術館にて日比野館長

とのトークイベントに参加した。それぞれの日々

の活動や暮らし方が、災害時に求められる状況へ

対応できるかたちのものになっていくような未

来を考えるきっかけとなった。このことはシンポ

ジウムで考えることとなった、これからの公共建

築がどのようなものになっているべきなのかと

いう思考とも接続する。次回建築展ではどういっ

た実践を共有できるだろうか。楽しみである。

 建 築 展 を 終 え て

参考資料
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くまもとアートポリス建築展2021　広報／広告

チラシ・広告物

内容 仕様 部数
くまもとアートポリス巡回展 A4 変形 チラシ A4判変形 8,000
くまもとアートポリス建築展 2021 リーフレット A3判2つ折り 6,000
くまもとアートポリス建築展 2021A2 ポスター A2判 　250
展覧会トークイベント A4 チラシ A4判 1,700
みんなの家シンポジウム A4 チラシ A4判 6,500

開催告知ポスター

リーフレット

みんなの家シンポジウムチラシ 展覧会企画トークイベントチラシ

巡回展チラシ
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くまもとアートポリス建築展2021　広報／新聞広告

掲載記事

内容 新聞社 掲載日
くまもとアートポリス建築展 2021 トークイベント 熊本日日新聞 2021/11/28
くまもとアートポリス建築展 2021 巡回展 くまにちすぱいす 2021/11/19
くまもとアートポリス建築展 2021 巡回展 市政だより 2021/12 号
くまもとアートポリス建築展 2021 展覧会 熊本日日新聞 2022/1/6
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム くまにちすぱいす 2022/1/14
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 西日本建設新聞 2022/1/28
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 朝日新聞（宮城版） 2022/1/21
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 朝日新聞 2022/1/22
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 朝日新聞 2022/1/24
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 朝日新聞（宮城版） 2022/1/24
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 日刊建設工業新聞 2022/1/28
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 相模原市公式ホームページ 2022/1/23
くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム 新建築 2022/3 月号

巡回展
市政だより　2021/12 月号

展覧会
熊本日日新聞　2022/1/6

シンポジウム
くまにちすぱいす　2022/1/14

シンポジウム
西日本建設新聞　2022/1/28

トークイベント
熊本日日新聞　2021/11/28

トークイベント
すぱいす　2021/11/19
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参
考
資
料
：
広
報

参
考
資
料
：
広
報

シンポジウム
相馬市公式ホームページ 子どもの遊び場の未来を考える みんなの家シンポジウム
2022/1/23

くまもとアートポリス建築展 2021 シンポジウム
新建築 3 月号

シンポジウム
朝日新聞（宮城版）　2022/1/21

シンポジウム
朝日新聞　2022/1/22

シンポジウム
朝日新聞　2022/1/24

シンポジウム
朝日新聞（宮城版）　2022/1/24

シンポジウム
日刊建設工業新聞
2022/1/28
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参
考
資
料
：
広
報

くまもとアートポリス建築展2021　冊子・パンフレット

くまもとアートポリス建築展2021　広報／SNS広告（Twitter,Facebook,Instagram）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊子・パンフレット

■トークイベント

■巡回展

内容
くまもとアートポリス建築展 2021 巡回展
くまもとアートポリス建築展 2021 トークイベント
くまもとアートポリス建築展 2021 みんなの家シンポジウム
くまもとアートポリス建築展 2021 冊子・パンフレット

■みんなの家シンポジウム

参
考
資
料
：
広
報

B5 冊子／
くまもとアートポリス

「みんなの提言」

A4 パンフレット／
くまもとアートポリス

「みんなの家」2011-2021
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くまもとアートポリス建築展2021実行委員会会則

　　　第１章　総則
（名称）
第１条　この団体は、くまもとアートポリス建築展２０２１実行委員会（以下「本会」という。）という。

（目的）
第２条　本会は、くまもとアートポリスのこれまでの成果を広く県内外に紹介し、アートポリスのさらなる飛躍と熊
本ならではの魅力的な生活文化の創造を目指すとともに、熊本地震、令和２年７月豪雨災害等の自然災害か
らの創造的復興に際するコミュニティ再生も含め、建築活動ができることを考える機会とし、復興する熊本の
姿を全国に向けて発信し、被災者や復興に携わる方へエールを送るくまもとアートポリス建築展２０２１の開催
を目的とする。

（業務）
第３条　本会は、前条の目的を達成するため、次のことを行う。

（１）くまもとアートポリス建築展２０２１の計画に関すること。
（２）くまもとアートポリス建築展２０２１の開催準備に関すること。
（３）くまもとアートポリス建築展２０２１の実施運営に関すること。
（４）その他、本会の目的達成に必要な事業に関すること。

　　　第２章　委員等
（役員の種別及び選任）
第４条　本会には、次の役員を置く。
　会　長　　１名
　副会長　 ２名
　委　員　 １４名以内
　監　事　　１名
２　会長は熊本県知事とする。
３　副会長は、くまもとアートポリスコミッショナー及び熊本市長とする。
４　会長、副会長以外の委員及び監事は、会長が委嘱する。　
５　委員及び監事は、相互に兼ねることはできない。
　（役員の職務）
第５条　会長は、本会を代表し、会務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。　
３　委員は、本会を構成し、会務の執行を決定する。
４　監事は、本会の業務執行状況を監査し、本会に報告する。
　（任期）
第６条　会長、副会長、委員及び監事（以下「委員等」という。）の任期は、本会の目的を達成するまでとす
る。ただし、委員等が委嘱時におけるそれぞれの機関及び団体の役職を離れたときは、会長は当該委員等
を解職し、解職された委員等の後任の役職の者に、新たに委員等を委嘱する。

　　　第３章　実行委員会

（構成）
第７条　本会は、委員等をもって構成する。また、委員等が本会に出席できない場合は、委員等が定める代
理人を含めて本会を構成することができるものとする。

（機能）
第８条　本会は、この会則に定めるもののほか次の事項を議決する。

（１）事業計画の決定
（２）事業報告の承認
（３）その他、本会の運営に関する重要な事項
（招集）
第９条　本会は、会長が招集する。

（議長）
第１０条　本会の議長は、会長又はあらかじめ会長が指名する者がこれに当たる。

（議決）
第１１条　本会の議決は、本会構成員の総数の半数以上が出席する本会において、出席者の過半数の同
意をもって決する。ただし、可否同数の場合は議長の決するところによる。
２　感染症拡大防止等のやむを得ない理由のため、対面の会議形式による開催が困難な場合、書面又は
オンライン等の電磁的方法により委員等は議決権を行使することができるものとする。

　　　第４章　会計
（経費）
第１２条　本会の経費は、負担金その他の収入をもって充てる。

（会計年度）
第１３条　本会の会計年度は、令和３年４月１日に始まり、令和４年３月３１日に終了する。
２　会計に関し必要な事項は、事務局長が定めるものの他、熊本県の財務に関する諸規則の例による。
（予算及び決算）
第１４条　収支予算は、本会の議決を経て定め、収支決算は、監事の監査を経て本会の承認を得なければ
ならない。

　　　第５章　事務局
第１５条　本会の事務を処理するために事務局を熊本県土木部建築住宅局建築課内に置く。
２　本会の事務局長は熊本県土木部建築住宅局建築課長とする。
３　事務局に関し必要な事項は、事務局長が別に定める。

　　　第６章　雑則
（解散）
第１６条　本会は、その目的が達成されたときに解散する。

（運営規則）
第１７条　この会則に定めのあるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な規則は、会長が別に定める。

　　　付　則
この会則は、令和３年５月２８日から施行する。
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くまもとアートポリス建築展2021実行委員会　委員構成

役　職 委　員　名　　　氏名（　　）は前任者

会　長 熊本県知事 蒲 島　 郁 夫

副会長 くまもとアートポリスコミッショナー 伊 東　 豊 雄

副会長 熊本市長 大 西　 一 史

委　員 熊本県議会建設常任委員会委員長 河 津　 修 司

委　員 熊本県市長会会長 佐 藤　 義 興

委　員 熊本県町村会会長 荒 木　 泰 臣

委　員 熊本県文化協会会長 村 上　 輝 和

委　員 ( 公社 ) 熊本県観光連盟会長 森　　 敬 輔
（ 矢 田　 素 史 ）

委　員 熊本大学学長 小 川　 久 雄

委　員 熊本県立大学学長 半 藤　 英 明

委　員 ( 一社 ) 日本建築学会九州支部熊本支所長 伊 東　 龍 一

委　員 ( 一社 ) 熊本県建設業協会長 土 井　 　 建

委　員 ( 一社 ) 熊本県建築協会長 笹 原　 健 嗣

委　員 ( 一社 ) 熊本県建築士事務所協会長 南　　 孝 雄

委　員 ( 公社 ) 日本建築家協会九州支部熊本地域会代表幹事 堀 田 　 実

委　員 ( 一財 ) 熊本県建築住宅センター理事長 磯 田　 桂 史
（ 内 山　 督 ）

委　員 熊本県土木部建築住宅局長 小 路 永　 守

監　事 ( 公社 ) 熊本県建築士会副会長 平 井 　 章

協　力

後　援

熊本県文化協会、(公社 ) 熊本県観光連盟、熊本大学、熊本県立大学、(一社 )
日本建築学会九州支部熊本支所、( 一社 ) 熊本県建設業協会、（一社）熊本県
建築協会、(一社 ) 熊本県建築士事務所協会、(公社 ) 熊本県建築士会、(公社 )
日本建築家協会九州支部熊本地域会、(一財 ) 熊本県建築住宅センター、熊本
市現代美術館［熊本市・(公財 ) 熊本市美術文化振興財団］

熊本日日新聞社、西日本建設新聞社、ＮＨＫ熊本放送局、熊本放送、テレビ熊本、
熊本県民テレビ、熊本朝日放送、エフエム熊本、ＦＭ７９１

協力・後援団体
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